
 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

～千田の当たり前～ 

 ７月４日（木）の夕方、次のような電話が入りました。 

 

 先日、小学校の近くに引っ越してきた者です。数日前に農道の交差点で一時停止をしたら、ラン

ドセルを背負った女の子が、横断した後、深々とお辞儀をしてくれました。 

 こんな経験は初めてで、とても嬉しかったので、少し遅くなりましたが電話をしました。いい教

育をされていると思いました。 

  

 実は、同じことが学校関係者と警察の連絡会議で、時々話題になります。 

 

千田中学校区は集団登校の小学生だけでなく、中学生も道路を横断した後、停止した自動車のド

ライバーに一礼する。これは、よそではなかなか見られないことだ。 

 （つまり、「 “千田の当たり前”は、決して“世間の当たり前”ではない。」ということです。） 

 

千田中学校では「小学生も見ているのだから、中学生がいい手本になるように！」と指導してい

るということです。小学校でも登下校の指導の際には「まず、５，６年生が小さい子の手本になる

ように！」と指導しています。こういったことが「小・中学校一貫した指導」の基本で、その成果

を「新たな感覚」で感じ取ってくださった方が、わざわざ電話で教えてくださったのだろうと思い

ます。（ありがたいことです。⇒いいことも、悪いことも学校にお知らせください！） 

また、校門前で自転車通学の高校生に「おはよう」と声をかければ、「おはようございます」と

あいさつの声が返ってきたり、急いでいる時でもペダルを踏みながら一礼をして通り過ぎたりして

いきます。これも嬉しいことです。 

しかし、一日の「あいさつ」は、朝起きての「おはよう」に始まり、就寝前の「おやすみなさ

い」で終わるものです。家庭や地域での習慣づけがなければ定着しないものです。ですから、単に

学校の指導が認められたということではなくて、千田中学校区の家庭、地域の教育力が横断後の一

礼を通して認められた電話だったと受け止めています。ぜひ、引き継いでいきたいことです。 

  

 一方で、「あいさつの声が小さくなった。残念だ。」とご指摘を受けることもあります。学校でも

「大きな声であいさつをしよう。」と、これからも指導を続けます。ぜひ、家庭でも、地域でも子

どもたちに大きな声をかけてください。大人＝先輩が手本を見せて子どもを育てていきましょう。

先輩の姿を見て子どもたちは育っていきます。毎朝、横断歩道を渡り終えては一礼をしている中学

生を見て、「頼もしいなあ。うれしなあ。」と思い、「“千田の当たり前”が引き継がれていくよう

に、自分も声がけを続けていこうと思っています。        （文責：校長：目黒栄一） 
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